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１．はじめに　

　陸域生態系における炭素の一部は河川を経由して海洋へと移行する。この過程において土壌間隙水に溶け込んだ溶存有機物は地下水中の養分元素や放射性核種の移行性や生物利用性・毒性に影響を与えている。このような相互作用は普遍的に行われており、溶存有機物の動態を把握することで環境生態系を維持していくことが可能であると考えられている。近年、三次元蛍光分光光度法により溶存有機態炭素（DOC）濃度の低い河川、湖水および海水における有機物の特性が明らかにされている。さらに、地下水における有機物の蛍光特性についても明らかにされている[1]。しかしながら、地下水における有機物の特徴は、深地層についての報告は多々みられるが、浅地層について調査した報告はあまりみられない。本研究では、サロベツ原野の５地点の浅地層地下水における有機物の特徴について、年間の観測から把握することを目的とした。
２．試料および方法　

今回、北海道北部のサロベツ原野に分布している更新世段丘面（丸山（MRY）、豊富(HTK)）氾濫平野（オンネベツ（ONB））、後背湿地（下沼(SMN)、浜里（HMS））にある観測井戸において2007年から2009年の1月、5月、8月および11月に地下水位2ｍの地下水を採取した。得られた地下水のDOC濃度、三次元蛍光スペクトル、紫外可視スペクトルおよび高速液体サイズ排除クロマトグラム（紫外（280nm）および蛍光（励起波長（Ex）320nm／蛍光波長（Em）430nm）検出器を使用）を測定し、有機物の特性分析を行った [2, 3]。
３．結果と考察　
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地下水中のDOC濃度は0.8～16.3mg L-1の範囲で変動し（図1）、更新世段丘面(1.5±0.5mg L-1)、氾濫平野(1.8±0.7mg L-1)、後背低地(6.3±3.6mg L-1)の順で高くなった（図2）。紫外280nmの吸光度およびフルボ酸様物質の相対蛍光強度（Ex320nm／Em430nm）はDOC濃度と同様の変動傾向を示した（図2）。これらの結果より、サロベツ原野の地下水の溶存有機物は主にフルボ酸様物質から構成されていることを示唆している。
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フルボ酸様物質に相当する蛍光ピークは、Ex315～350nm／Em420～440nmに検出され、各測点での平均値は、HTKがEx327±13nm／Em431±4nm、HMSはEx330±5nm／Em434±3nm、SMNでEx335±2nm／Em431±3nm、ONBではEx337±2nm／Em 429±4nm、MRYではEx338±9nm／Em431±4nmであった(図3)。これらのピーク位置の変動幅は、更新世段丘面では励起波長で12nm、氾濫平野では蛍光波長で4nmと大きかった。このことから、採水した地点によってフルボ酸様物質の蛍光特性は変化すること、つまり、サロベツ原野における地下水のフルボ酸様物質の供給源が異なると考えられる。
高速液体サイズ排除クロマトグラムは、いずれの試料も標準物質（琵琶湖水フルボ酸，日本腐植物質学会頒布）と類似したピーク位置および形状を示した（図4）。また、蛍光および紫外検出におけるピーク強度比（保持体積9.1mL／9.8mL）は、更新世段丘面では1.3±0.1および1.5±0.1、氾濫平野では1.0±0.1および1.1±0.1、後背低地では1.3±0.1および1.4±0.3となった。この結果は、サロベツのフルボ酸様物質はいずれの採水試料も類似した構成をしているが、周囲の環境あるは給源による違いが多少反映されているものと推測された。
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図1　地下水のDOC濃度
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図2　測定期間におけるDOC濃度(i)、フルボ酸様物質の相対蛍光強度(ii)および紫外(280nm)の吸光度(iii)の平均値





図4　高速液体サイズ排除
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図3　測定期間における蛍光ピーク位置の平均値
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